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とば」についての様
さまざ々ま
な愉

ゆ
快
かい
な話

はなし
を聞

き
いているうちに、知

し
らない間

あいだ
に「こ

とば」の本
ほん
質
しつ
に辿

たど
り着

つ
いている、といった感

かん
じの本

ほん
です。

▽まずは楽
たの
しむことから始

はじ
めましょう

　著
ちょ
者
しゃ
の言

こと
葉
ば
を借

か
りれば、通

つう
常
じょう
の言

げん
語
ご
学
がく
の本

ほん
にあまり登

とう
場
じょう
しない「こと

ばを発
はっ
する話

わ
者
しゃ
の姿

すがた
」や「ことばとコミュニケーションの関

かん
係
けい
」について

の話
はなし
がこの本

ほん
の一

ひと
つの重

じゅう
要
よう
なポイントです。先

さき
に挙

あ
げた「ことばがわか

る犬
いぬ
はこの世

よ
に存

そん
在
ざい
しない」にそのような話

はなし
が出

で
てきます。「伝

つた
え合

あ
いの

七
なな
つの要

よう
素
そ
」がどのように溶

と
け合

あ
ってコミュニケーションが成

せい
立
りつ
している

のか、あるいは話
はな
し言

こと
葉
ば
の背

はい
景
けい
にある話

はな
し手

て
の声

こえ
・スピード・癖

くせ
（パラ・

ランゲージ）や脈
みゃく
絡
らく
、評

ひょう
価
か
といったものがコミュニケーションにおいてど

のような役
やく
割
わり
を果

は
たしているのか、などについて言

げん
及
きゅう
されています。ただ、

ここでそれらについて書
か
き始

はじ
めると話

はなし
が難

むずか
しくなってしまう可

か
能
のう
性
せい
があり

ます。ここではそのことはひとまず置
お
いて、この本

ほん
の中

なか
に出

で
てくる話

はなし
を楽

たの

しむことから始
はじ
めましょう。例

たと
えば、文

ぶん
法
ぽう
的
てき
な数

かず
で、単

たん
数
すう
形
けい
・双

そう
数
すう
形
けい
・三

みっ

つの複
ふく
数
すう
形
けい
・四

よっ
つの複

ふく
数
すう
形
けい
を持

も
つ言

げん
語
ご
があること、人

にん
称
しょう
で一

いち
人
にん
称
しょう
、二

に
人
にん

称
しょう
、三
さん
人
にん
称
しょう
に加

くわ
え四

よ
人
にん
称
しょう
ともいえるような人

にん
称
しょう
を持

も
つ言

げん
語
ご
があること、ア

フリカ南
なん
部
ぶ
の言

げん
語
ご
では「クリック」と呼

よ
ばれるキスするように発

はつ
音
おん
される

音
おん
声
せい
があること、などを知

し
ることだけでも楽

たの
しくなりませんか。また、言

げん

語
ご
と文

ぶん
化
か
の関

かん
係
けい
で、日

に
本
ほん
語
ご
の小

しょう
説
せつ
を読

よ
むとき「銀

ぎん
座
ざ
の女

おんな
」、「浅

あさ
草
くさ
の女

おんな
」、

「新
しん
宿
じゅく
の女

おんな
」のイメージの違

ちが
いが分

わ
からなければならないが、国

こく
際
さい
語
ご
とな

った英
えい
語
ご
にはそうした言

げん
語
ご
に付

ふ
随
ずい
した知

ち
識
しき
が必

ひつ
要
よう
でない場

ば
合
あい
もある、とい

った議
ぎ
論
ろん
も楽

たの
しいと思

おも
います。まずは話

はなし
の面

おも
白
しろ
さ、可

お
笑
か
しさを体

たい
験
けん
するこ

とから始
はじ
めましょう。

　今
ことし
年の2月

がつ
24日

にち
にアップされたこのコラムで、益

ます
岡
おか
隆
たか
志
し
編
へん
著
ちょ

『はじめて学
まな
ぶ日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
－ことばの世

せ
界
かい
を探

さぐ
る15章

しょう
－』（ミネル

ヴァ書
しょ
房
ぼう
）という本

ほん
を紹

しょう
介
かい
しましたが、その紹

しょう
介
かい
の最

さい
後
ご
に、言

げん

語
ご
学
がく
の入

にゅう
門
もん
・再

さい
入
にゅう
門
もん
に相

ふ
応
さわ
しい本

ほん
として、姉

し
妹
まい
本
ぼん
の大

おお
津
つ
由
ゆ
紀
き
雄
お

編
へん
著
ちょ
『はじめて学

まな
ぶ言

げん
語
ご
学
がく
－ことばの世

せ
界
かい
を探

さぐ
る17章

しょう
－』（ミ

ネルヴァ書
しょ
房
ぼう
）もお勧

すす
めしました。お読

よ
みになった先

せん
生
せい
はいる

でしょうか。読
よ
んでみたけれど、やはりちょっと難

むずか
しかったと

いう先
せん
生
せい
にお勧

すす
めしたいのがこの一

いっ
冊
さつ
です。

▽話
はなし
の面

おも
白
しろ
さ

　この本
ほん
の構

こう
成
せい
は以

い
下
か
のとおりです。

序
じょ
章
しょう

第
だい
1講
こう

見
み
方
かた
によって言

げん
語
ご
の数

かず
は変

か
わる

第
だい
2講
こう

バイリンガルとはなにか

第
だい
3講
こう

ことばの「意
い
味
み
」とはなにか

第
だい
4講
こう

ことばがわかる犬
いぬ
はこの世

よ
に存

そん
在
ざい
しない

第
だい
5講
こう

世
せ
界
かい
の言

げん
語
ご
に共

きょう
通
つう
する七

なな
つの性

せい
質
しつ

第
だい
6講
こう

ことばで世
せ
界
かい
を切

き
り取

と
る

第
だい
7講
こう

第
だい
二
に
言
げん
語
ご
とのつきあい方

かた

補
ほ
講
こう

言
げん
語
ご
と音
おん
声
せい

　目
もく
次
じ
からするとやはりちょっと硬

かた
い感

かん
じがするのですが、実

じっ

際
さい
に読

よ
んでみると第

だい
４講
こう
の題

だい
「ことばがわかる犬

いぬ
はこの世

よ
に存

そん

在
ざい
しない」のように可

お
笑
か
しな話

はなし
が随

ずい
所
しょ
に出

で
てきます。「はじめに」

によればこの本
ほん
は、ことばに関

かん
して広

ひろ
い視

し
野
や
からの話

はなし
を聞

き
いて

みたいと著
ちょ
者
しゃ
の部

へ
屋
や
に集

あつ
まってきた人

ひとび々と
を対

たい
象
しょう
に、お茶

ちゃ
を飲

の
み

ながら行
おこな
われた「課

か
外
がい
授
じゅ
業
ぎょう
」で、それを後

あと
で文

も
字
じ
化
か
し、一

いっ
冊
さつ
の

本
ほん
にしたものです。ですから、いわゆる言

げん
語
ご
学
がく
の入

にゅう
門
もん
書
しょ
ではなく、

言
げん
語
ご
学
がく
者
しゃ
の名

な
前
まえ
、学
がく
説
せつ
、引
いん
用
よう
など一

いっ
切
さい
ありません。むしろ、「こ

既
き
成
せい
の「言

げん
語
ご
学
がく
」からちょっとはみ出

だ
した「ことば」についての楽

たの
しい本

ほん

『新
しん

「ことば」の課
か

外
がい

授
じゅ

業
ぎょう

』
編
へん

著
ちょ

者
しゃ

：西
にし

江
え

雅
まさ

之
ゆき

出
しゅっ

版
ぱん

社
しゃ

：白
はく

水
すい

社
しゃ
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ISBN：978-4-560-08610-0 　　判
はん

型
けい

・頁
ページ

数
すう

：四
し

六
ろく

判
ばん

　220 頁
ページ

 　定
てい

価
か

：1,680 円
えん

（税
ぜい

込
こ

み）　

本
ほん
ばこ －新

し ん
刊

か ん
教
きょう
材

ざ い
・図

と
書

し ょ
紹
しょう
介

か い
－

2012 年 8 月

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：白
しら

井
い

　桂
けい

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し


